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【目標１】 

地域における妊娠・出産・子育ての 

切れ目ない支援の仕組みづくり  

 
 

     １  妊娠・出産・子育てに関する支援の推進 

     ２ 安心できる小児・母子医療体制の整備 

     ３ 子育て家庭を地域で支える仕組みの充実 

     ４ 子供の健康の確保・増進 

 

 

 安 心し て子 供 を産 み育 てる ため に は、 必要 な医 療や 子 育て 支援 サー ビス を 適切 に利
用で きる こと が 必要 です が、 周囲 に 相談 でき る相 手が い ない 、必 要な 情報 が 得に くい
など によ り、 妊 娠・ 出産 ・子 育て に 関し て不 安を 抱え る 妊婦 や保 護者 が少 な くあ りま
せん 。  
 サ ービ スや 情 報提 供を 充実 する と とも に、 妊婦 等の 心 身の 状態 や家 庭の 状 況を 早期
に把 握し 、ワ ン スト ップ で必 要な 支 援に つな げる 体制 の 整備 など 、妊 娠・ 出 産・ 子育
ての 切れ 目な い 支援 の仕 組み を整 え てい きま す。  
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【１ 妊娠・出産・子育てに関する支援の推進】 

＜妊娠・出産・子育てを取り巻く状況＞ 

 ○  令 和 4 年 度の 東京 都の 妊娠 届 出数 は 98,745 件で あり 、 平成 29 年度 から 一 貫 し
て減 少傾 向で す 。  

 ○  令 和 4 年 度の 東京 都の 妊娠 届 出率 は 94.7%であ り、平 成 29 年 度か ら 令和 4 年度
まで 93.0%か ら 94.7％の 間で 一定 に 推移 して いま す。  

 ○  妊 娠届 出 率が 一定 に推 移し て いる 一方 で、 妊娠 届 出数 は減 少し てい ま す。  
 

図 表 1 妊 娠 届 出 率  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 母 子 保 健 事 業 報 告 年 報 」（ 令 和 4、 5 年 版 ）  

  

121,879 116,576 115,279 
107,985 103,440 98,745 

93.0 93.7 93.9 95.4 95.5 94.7 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 令和4（年度）
総数 妊娠満11週以内届出率（％）

（人） （%）



56 
 

 ○  令 和 4 年度 の 東京 都に おけ る 妊娠 健康 診査 受診 率 につ いて 、１ 回目 は 91.9%、
７回 目は 86.8％ と な って おり 、７ 回 目の 受診 率は 令和 ３ 年度 以降 増加 傾向 で す。  

 
図 表 2 妊 婦 健 康 診 査 受 診 率  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 母 子 保 健 事 業 報 告 年 報 」（ 令 和 4、 5 年 版 ）  

 
 ○  令 和４ 年 度の 東京 都に おけ る 母親 学級 ・両 親学 級 の受 講数 は 47,956 人で す 。  
 ○  令 和 ２ 年 度 に 受 講 数 が 大 き く 落 ち 込 み ま し た が 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の

影響 と考 えら れ 、令 和 3 年度 以 降は 回復 傾向 です 。  
 

図 表 3 母 親 学 級 ・ 両 親 学 級 の 受 講 数  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 母 子 保 健 事 業 報 告 年 報 」（ 令 和 4、 5 年 版 ）  
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 ○  令 和 4 年 度の 東京 都に おけ る 妊婦 面接 相談 率は 99.6%であ り、 平成 29 年 度の
76.2%から 増 加傾 向で す。  

 
図 表 4 妊 婦 面 接 相 談 率  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 母 子 保 健 事 業 報 告 年 報 」（ 令 和 4、 5 年 版 ）  

 
 ○  我 が国 に おい て不 妊に つい て 心配 した こと があ る 夫婦 の割 合は 、2020 年 の 調査

時点 で 39.2％で あ り 、2005 年 の調 査時 点 から 増加 傾向 で す。  
 ○  結 婚持 続 期間 別に 見た 場合 、結婚 持 続期 間が 0〜 4 年の 夫 婦で は 45.6%、5〜 9 年

の夫 婦で は 47.4％ で す。  
 

図 表 5 結 婚 持 続 期 間 別 に み た 不 妊 に つ い て の 心 配 と 検 査 ・ 治 療 経 験  

 

 
資 料 ： 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 「 第 16 回 出 生 動 向 基 本 調 査 ・ 結 婚 と 出 産 に 関 す る 全 国 調 査 （ 夫 婦 調 査 ）」  
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＜現状と課題＞ 

 ○  東 京都 は 、第 一 子出 産時 の母 の 平均 年齢 が全 国で 最 も高 く、晩産 化が 進 行し て い
ます 。  

 ○  若 い 世 代 に お け る 妊 娠 適 齢 期 等 に 関 す る 理 解 は 十 分 で は な く 、 高 齢 に な っ て か
ら不 妊症 で悩 む 方が 多く いま す。  

 ○  こ のた め 、若 い世 代へ の妊 娠・出 産や ライ フプ ラ ンに 関す る普 及啓 発 や検 査・治
療へ の支 援が 必 要で す。  

 ○  令 和 ４ 年 ４ 月 か ら 特 定 不 妊 治 療 が 保 険 適 用 さ れ ま し た が 、 保 険 適 用 さ れ た 体 外
受 精 及 び 顕 微 授 精 と 併 せ て 自 費 で 実 施 し た 先 進 医 療 に つ い て は 、 全 額 自 己 負 担 と
なり 、経 済的 負 担が か かる こと から 、治療 に 要す る費 用の 一 部を 助成 する こと に よ
り、 子供 を産 み 育て たい と願 う夫 婦 を支 援し てい く必 要 があ りま す。  

 ○  一 方で 、妊娠 は する もの の、２ 回以 上 の流 産等 によ り 結果 的に 子供 を持 て ない と
され る、いわ ゆ る不 育 症に 悩む 方へ 、安心 し て出 産に 臨め る よう 支援 する こと も 求
めら れて いま す 。  

 ○  地 域の つ なが りの 希薄 化等 に より 、妊娠・出産・子 育て に関 して 、誰に も 相 談で
きず 、また 、正し い情 報が 得ら れず 、不安 を抱 える 妊婦 や 保護 者が 多く なっ て いま
す。  

 ○  都 は区 市 町村 に対 して 、妊娠 期か ら切 れ目 のな い 支援 を行 う 、東 京都 出産・子育
て応 援事 業・と うき ょ うマ マパ パ応 援 事業 や、乳幼 児を 持 つ保 護 者が 安心 して 外 出
を楽 しめ るよ う 授乳 やお むつ 替え が でき る「赤 ちゃ ん・ふら っ と 」の 整備 など 、都
独自 の支 援を 実 施し てい ます 。  

 ○  同 時に 二 人以 上の 妊娠・出産・育児 が必 要な 多胎 児 の家 庭や 、既に 小さ い子 供が
い る 多 子 世 帯 は 身 体 的 ・ 精 神 的 負 担 が 大 き く 、 育 児 支 援 の 必 要 性 が 高 ま っ て い ま
す。  
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＜取組の方向性＞ 

 ○  若 い世 代 が妊 娠・出産 に関 す る正 し い知 識を 持ち 、将来 の ライ フプ ラン を 描け る
よう 普及 啓発 や AMH 検査 、経 膣超 音 波 検査 、精 液検 査 等へ の支 援等 を行 い ます。 

 ○  体 外 受 精 ・ 顕 微 授 精 を 保 険 診 療 で 受 診 し た 際 に 併 せ て 行 っ た 先 進 医 療 に か か る
費用 の一 部を 助 成す ると とも に、早 期に 検 査を 受け 、必 要 に応 じ て適 切な 治療 を 開
始で きる よう 、 不妊 検査 及び 一般 不 妊治 療費 の一 部を 助 成し ます 。  

 ○  子 供を 産 み育 てた いと 望ん で いる もの の、様々 な 事情 に より 、す ぐに は 難し い 方
に と っ て 、 将 来 の 妊 娠 に 備 え る 選 択 肢 の 一 つ と な る よ う 卵 子 凍 結 へ の 支 援 を 行 い
ます 。  

 ○  不 妊 治 療 等 と 仕 事 の 両 立 を 図 る こ と が で き る 職 場 づ く り を 推 進 し 、 卵 子 凍 結 に
関す る様 々な 知 識が 広ま り、適切 な 活用 が 進む よう に、不 妊治 療 等や 卵子 凍結 を 総
合的 に情 報発 信 しま す。  

 ○  無 痛 分 娩 を 希 望 す る 女 性 が 、 費 用 や リ ス ク を 理 由 に 無 痛 分 娩 を 断 念 す る こ と な
く、 安心 して 出 産で きる 環境 を整 備 しま す。  

 ○  妊 娠は す るも のの 、流 産や 死 産を 繰 り返 し、結果 的 に子 供 を持 てな いと さ れる 不
育症 につ いて 、リス ク因 子を 特定 し 、適 切な 治療 及び 出 産に つな げる ため 、検査 費
用の 一部 を助 成 しま す。  

 ○  妊 婦 に 対 し て 早 期 の 医 療 機 関 受 診 と 妊 娠 の 届 出 及 び 定 期 的 な 妊 婦 健 康 診 査 の 受
診 を 促 す た め の 普 及 啓 発 を 行 う と と も に 、 妊 婦 健 康 診 査 に お け る 超 音 波 検 査 の 費
用助 成を 行う 区 市町 村を 支援 しま す 。  

 ○  悩 み を 抱 え る 妊 婦 等 の 相 談 に お い て 、 継 続 し た 支 援 の 必 要 な 方 が 適 切 な 支 援 に
つな がる よう 、区市 町村 へ情 報提 供 を行 うと とも に 、必 要な 場合 は 、未 受診 の妊 婦
に対 して 、民 間 機関 を活 用し て産 科 等医 療機 関へ の同 行 支援 など を行 いま す 。  

 ○  予 期 せ ぬ 妊 娠 へ の 不 安 を 抱 え て い る 方 に 対 し て は 、 緊 急 避 妊 薬 を 処 方 す る 医 療
機関 の情 報を 提 供す ると とも に、 必 要に 応じ て同 行支 援 を行 いま す。  

 ○  家 庭 生 活 に 困 難 を 抱 え る 特 定 妊 婦 等 が 安 心 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、
一時 的な 住ま い や食 事の 提供 等を 行 う団 体の 取組 を支 援 しま す。  

 ○  先 天 的 な 代 謝 異 常 や ホ ル モ ン 異 常 を 早 期 発 見 す る た め に 、 従 来 か ら の 対 象 で あ
る 20 疾 患及 び 、重 症 複合 免疫 不全 症 や脊 髄性 筋萎 縮症 等 の早 期発 見・早期 治療 が
可 能 と な っ た 疾 患 に つ い て 、 生 後 ５ 〜 ７ 日 の 新 生 児 期 に 血 液 に よ る ス ク リ ー ニ ン
グ検 査を 行い ま す。  

 ○  安 心し て 子育 てが でき るよ う 、妊 娠 期の 健康 や子 育 て、事 故防 止等 に関 す る情 報
発信 を行 うと と もに 、子 供の 健康 や 小児 救急 の相 談に 対 応し ます 。  

 ○  早 産児 に 関す る支 援の ため 、妊産 婦 向け の相 談窓 口 にお いて 、早 産児 の 家族 の 不
安 や 悩 み に つ い て 対 応 す る と と も に 、 支 援 に 関 わ る 保 健 師 な ど 専 門 職 へ の 研 修 の
実施 や周 囲の 理 解促 進に 向け た普 及 啓発 を行 いま す。  

 



60 
 

 ○  妊 婦 や 子 育 て 家 庭 に 対 し て 保 健 師 等 の 専 門 職 が 関 わ り 、 面 談 や 家 庭 訪 問 等 の 伴
走型 相談 支援 を 実施 する とと もに 、妊 娠 時、出 産 後、１ 歳・2 歳前 後の 時期 に おい
て 育 児 用 品 や 子 育 て 支 援 サ ー ビ ス 等 の 提 供 を 一 体 的 に 実 施 す る こ と で 、 区 市 町 村
と連 携し て妊 娠 ・出 産・ 子育 ての 切 れ目 ない 支援 体制 を 整備 しま す。  

 ○  ま た、産 後間 も ない 産婦 の健 康 診査 、出産 後の 母子 に 対し て心 身の ケア や 育児 の
サ ポ ー ト 等 を 行 う 産 後 ケ ア の 取 組 等 を 一 層 推 進 す る た め 、 区 市 町 村 の 区 域 を 超 え
た広 域的 な調 整 等、 実施 主体 であ る 区市 町村 を支 援し ま す。  

 ○  さ らに 、妊婦 や 子育 て家 庭の 家 事・育 児の 負担 軽減 を 図り 産後 うつ 等を 未 然に 防
止す るた め、 家 事育 児サ ポー ター を 派遣 する 区市 町村 を 支援 しま す。  

 ○  多 胎児 を 育て る家 庭は、同 時に 複 数の 子供 の育 児 をす るこ とに よっ て、身 体的・
精神 的負 担が よ り大 きく なる ため 、母子 保 健事 業利 用時 の 移動 や家 事・育児 を サポ
ート する 区市 町 村を 支援 しま す。  

 ○  妊 娠期 か ら就 学前 にか けて 、子供 と 家庭 に寄 り添 い 、あ ら ゆる 支援 をコ ー ディ ネ
ー ト す る 人 材 を 育 成 し 、 安 心 し て 子 育 て が で き る 環 境 を 整 備 す る 区 市 町 村 を 支 援
しま す。  

 ○  乳 幼 児 、 義 務 教 育 就 学 児 及 び 高 校 生 等 の 医 療 費 の 一 部 を 助 成 す る 区 市 町 村 を 支
援し てい ます 。 令和 ７年 10 月か ら 所得 制 限を 撤廃 し、 補 助対 象を 拡充 しま す 。  

 ○  全 ての 子 供の 成長 を切 れ目 な く支 えて いく ため 、都 内に 在住 する 0 歳か ら 18 歳
まで の子 供に 所 得制 限な く月 額 5,000 円 を支 給す る「 ０ １８ サポ ート 」を 実 施し
ます 。  

 ○  日 常的 な 不安 や悩 みを チャ ッ トで 気軽 に相 談で き る「 子供・子 育て メン タ ー“ギ
ュッ とチ ャッ ト”」を 推進 する こと で 、子 供や 子育 て家 庭 の孤 独・孤立 に よる 不安
や悩 みの 深刻 化 を予 防し ます 。  

 ○  デ ジタ ル 庁が 開発 した 基盤 を 活用 し、 マイ ナン バ ーカ ード 1 つで 医療 費 助 成や
予防 接種 、母子 保健（ 健診 ）を申 請可 能と する 母子 保健 オ ンラ イン サー ビス を 推進
しま す。  

 ○  ア プ リ か ら 必 要 な 情 報 が 先 回 り で 届 き 、 知 り そ び れ や 申 請 忘 れ を な く す プ ッ シ
ュ型 子育 てサ ー ビス を推 進し ます 。  

 ○  保 育 園 探 し か ら 入 園 ま で の 手 続 が オ ン ラ イ ン で 完 結 す る 保 活 ワ ン ス ト ッ プ サ ー
ビス を推 進し ま す。  
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■と うき ょう マ マパ パ応 援事 業  

 
 
■ラ イフ ステ ー ジに 応じ て施 策を 展 開  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

1   

子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業  
（ 先 駆 的 事 業 ・ 選 択 事 業 ・
一 般 事 業 ）   

福 祉 局  

 区 市 町 村 が地 域 の実 情 に応 じ、創 意 工 夫 を凝 らして主
体 的 に実 施 する子 供 家 庭 分 野 における基 盤 の整 備 及 びサ
ービスの充 実 を目 的 とする事 業 を支 援 することにより、都 にお
ける福 祉 保 健 施 策 総 体 の向 上 を図 る。 

2   性 と健 康 の相 談 センター事 業  福 祉 局  

 電 話 相 談 事 業 （ 「 女 性 の た め の 健 康 ホ ッ トライ ン 」 「 妊
娠 相 談 ほっとライン」 「 不 妊 ・ 不 育 ホットライン」 「 妊 産 婦 向
け助 産 師 オンライン相 談 」 ） やチャットボット（ 「 妊 娠 したか
も相 談 ＠ 東 京 」 ） により様 々な悩 みに対 応 するとともに、若
い世 代 が妊 娠 適 齢 期 や不 妊 等 について、正 確 な知 識 を持
つことができるよう、普 及 啓 発 を行 う。あわせて、早 産 における
課 題 や負 担 に対 する意 識 を高 めるため、早 産 児 に関 する普
及 啓 発 も行 う。 
 ま た 、低 所 得 の 妊 婦 につ い て 、初 回 の 産 科 受 診 料 を 助
成 する区 市 町 村 を支 援 する。 

3   
東 京 ユースヘルスケア推 進 事 業  
（ プレ コ ン セ プシ ョ ン ケ ア に 係 る
取 組 ）  

福 祉 局  
 妊 娠 ・ 出 産 をこれから 考 える 男 女 のプレコンセプションケア
の推 進 に向 け、正 しい知 識 の普 及 啓 発 や検 査 への支 援 等
を実 施 する。 

4   妊 婦 健 康 診 査 支 援 事 業   福 祉 局  
 妊 婦 及 び胎 児 の 健 康 を 守 り 、安 心 し て出 産 できるよう、
超 音 波 検 査 の費 用 を助 成 する区 市 町 村 を支 援 する。 

5   
不 妊 検 査 ・ 不 妊 治 療 費 の 助
成  

福 祉 局  

 不 妊 検 査 及 び一 般 不 妊 治 療 の費 用 の一 部 を助 成 する
（ 平 成 ２ ９ 年 度 事 業 開 始 ） 。 
 また、特 定 不 妊 治 療 の費 用 の一 部 （ 特 定 不 妊 治 療 に
至 る過 程 の一 環 として行 われる男 性 不 妊 治 療 の費 用 の一
部 も含 む） を助 成 する。 
 令 和 ４ 年 ４ 月 から特 定 不 妊 治 療 が保 険 適 用 とされたこ
とに伴 い、助 成 内 容 を見 直 し、体 外 受 精 及 び顕 微 授 精 を
保 険 診 療 した際 に併 せて実 施 する先 進 医 療 について、かか
る費 用 の一 部 を助 成 する。 
 社 会 的 適 応 により凍 結 した卵 子 を用 いて生 殖 補 助 医 療
を行 った方 に対 し、治 療 にかかる費 用 の一 部 を助 成 する。 

6   卵 子 凍 結 への支 援  福 祉 局  

 加 齢 等 による妊 娠 機 能 の低 下 を懸 念 する場 合 に行 う未
授 精 卵 子 の凍 結 に係 る医 療 行 為 にかかった費 用 の支 援 を
実 施 する。（ 調 査 の協 力 等 が要 件 ）  
未 受 精 卵 子 を凍 結 した年 度 の次 年 度 以 降 に調 査 に協 力
した場 合 、調 査 協 力 に係 る 費 用 の助 成 を実 施 する 。（ 令
和 １ ０ 年 度 まで）  
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

7 ◆ 
キ ャ リ ア と チ ャ イ ル ド プ ラ ン 両 立
支 援 事 業  

産 業 労 働 局  

 不 妊 治 療 等 と 仕 事 の 両 立 を 図 ることができる職 場 づくり
を推 進 し、卵 子 凍 結 に関 する様 々な知 識 が広 まり、適 切 な
活 用 が進 むように、不 妊 治 療 等 や卵 子 凍 結 を総 合 的 に情
報 発 信 する。 
 また 、都 内 企 業 の 人 事 労 務 担 当 者 等 を 対 象 に研 修 を
実 施 して知 識 を付 与 するとともに、①不 妊 治 療 ・ 不 育 症 治
療 に係 る職 場 環 境 の整 備 、②卵 子 凍 結 に係 る職 場 環 境
の 整 備 に取 り 組 む 企 業 に対 し 、奨 励 金 を 支 給 す る こ とで 、
職 場 環 境 の整 備 に係 る取 組 を促 進 する。 

8 ◆ 
東 京 都 無 痛 分 娩 費 用 助 成
等 事 業  

福 祉 局  
保 健 医 療 局  

 無 痛 分 娩 を 希 望 す る 女 性 が 、費 用 や リ ス クを 理 由 に無
痛 分 娩 を 断 念 す る こ と なく、 安 心 し て 出 産 で き る 環 境 を 整
備 するため、費 用 助 成 を開 始 するとともに、無 痛 分 娩 を行 う
医 療 機 関 に対 し研 修 機 会 等 を提 供 する。 

9   不 育 症 検 査 費 の助 成  福 祉 局  
 妊 娠 はするものの、２ 回 以 上 の流 産 等 を繰 り返 し、子 供
を持 てないとされるいわゆる不 育 症 について、不 育 症 のリスク
因 子 を特 定 するための検 査 に係 る費 用 の一 部 を助 成 する。 

10   とうきょうママパパ応 援 事 業  福 祉 局  

 全 ての子 育 て家 庭 に対 して妊 娠 期 から保 健 師 等 の専 門
職 が 関 わり 、各 家 庭 のニーズ に応 じた支 援 を 妊 娠 期 から子
育 て 期 にわ た り 切 れ 目 な く 行 う 区 市 町 村 の 取 組 を 支 援 す
る。 

11   
東 京 都 出 産 ・ 子 育 て 応 援 事
業  

福 祉 局  

 妊 婦 や子 育 て家 庭 に対 し、妊 娠 時 、出 産 後 及 び１ 歳 ・
２ 歳 前 後 の時 期 において、子 育 て支 援 サービスの利 用 や育
児 用 品 等 の提 供 による経 済 的 支 援 を行 うとともに、とうきょ
うママパパ応 援 事 業 による伴 走 型 相 談 支 援 を一 体 的 に実
施 することにより、区 市 町 村 と連 携 して妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て
の切 れ目 ない支 援 体 制 の整 備 を推 進 する。 

12 ◆ 妊 産 婦 等 生 活 援 助 事 業  福 祉 局  

 家 庭 生 活 に困 難 を抱 える特 定 妊 婦 と出 産 後 の母 子 等
に対 する支 援 の強 化 を図 るため、一 時 的 な住 まいや食 事 の
提 供 、その後 の療 育 等 に係 る情 報 提 供 や、医 療 機 関 等 の
関 係 機 関 との連 携 を行 う民 間 団 体 等 を支 援 する。 

13   

子 育 て 家 庭 に 対 す る ア ウ ト リ ー
チ 型 の 食 事 支 援 事 業 ＜ 子 供
家 庭 支 援 区 市 町 村 包 括 補
助 事 業 ＞  

福 祉 局  

 公 的 な支 援 につながっていない子 供 のいる家 庭 や食 の支
援 を必 要 とする家 庭 等 に、食 事 の調 理 を行 うヘルパーや栄
養 士 等 を派 遣 し 、養 育 力 の向 上 及 び子 供 の健 康 の増 進
を図 りながら、家 庭 の現 状 と課 題 を把 握 し、適 切 な支 援 に
つなげることで、子 供 の健 やかな成 長 を支 援 する。 

14   母 子 保 健 支 援 事 業  福 祉 局  

 母 子 保 健 運 営 協 議 会 の開 催 や区 市 町 村 職 員 等 を対
象 とした研 修 の実 施 により、地 域 における母 子 保 健 水 準 の
維 持 ・ 向 上 を図 る。 
 母 子 保 健 に関 す る Ｄ Ｘ 化 の 取 組 を 行 う区 市 町 村 の基
盤 整 備 を支 援 する。 

15 ◆ 先 天 性 代 謝 異 常 等 検 査  福 祉 局  
 知 的 障 害 ・ 身 体 発 育 異 常 の原 因 となる先 天 的 な代 謝
異 常 やホルモン異 常 を早 期 発 見 するために、生 後 5〜 7 日
の新 生 児 期 に血 液 によるマス・ スクリーニング検 査 を行 う。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

16 ◆ 
妊 産 婦 メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 事
業  

福 祉 局  
 妊 産 婦 の メン タルヘ ルス 対 策 を推 進 す るた め 、地 域 の 関
係 機 関 が連 携 するためのネットワーク体 制 を構 築 する。 

17 ◆ 
５ 歳 児 健 診 区 市 町 村 支 援
事 業  

福 祉 局  
 区 市 町 村 が行 う普 及 啓 発 やフォローアップ体 制 の構 築 に
要 する 費 用 を 補 助 し 、５ 歳 児 健 診 の 推 進 及 び健 診 実 施
後 の切 れ目 ない支 援 を図 る。 

18   TOKYO 子 育 て情 報 サービス 福 祉 局  
 妊 娠 や 子 育 て 、子 供 の事 故 防 止 や応 急 手 当 等 に関 す
る情 報 をインターネットにより２ ４ 時 間 ３ ６ ５ 日 提 供 するこ
とにより、子 育 て家 庭 の不 安 の軽 減 を図 る。 

19   東 京 都 こども医 療 ガイド 保 健 医 療 局  
 子 供 の病 気 やケガの対 処 の仕 方 、病 気 の基 礎 知 識 、子
育 てのア ドバイ ス などを 、ホ ー ムペー ジで 情 報 提 供 し 、子 育 て
経 験 の少 ない親 の不 安 の軽 減 を図 る。 

20   
東 京 都 医 療 機 関 案 内 サービス
「 ひまわり」  

保 健 医 療 局  
 休 日 や夜 間 に子 供 が急 に熱 を出 した場 合 など、その時 間
に診 療 している近 くの医 療 機 関 を電 話 で案 内 するサービスを
毎 日 ２ ４ 時 間 実 施 する。 

21   
若 年 が ん 患 者 等 生 殖 機 能 温
存 治 療 費 助 成 事 業  

保 健 医 療 局  
 若 年 が ん 患 者 等 が 、 生 殖 機 能 温 存 か ら 妊 娠 ま で 一 体
的 な治 療 を受 けるための費 用 を助 成 し、将 来 の妊 娠 に備 え
ながら、希 望 を持 ってがん治 療 に取 り組 むことを支 援 する。 

22   
電 話 相 談 「 子 供 の 健 康 相 談
室 」 （ 小 児 救 急 相 談 ）  

福 祉 局  
 子 供 の健 康 や救 急 に関 する相 談 に対 して、看 護 師 や保
健 師 （ 必 要 に応 じ て 小 児 科 医 師 ） が 対 応 し 、保 護 者 の
不 安 の軽 減 を図 る。 

23   各 種 医 療 費 助 成 制 度  福 祉 局  

 「 小 児 慢 性 特 定 疾 病 の医 療 費 助 成 」 等 を行 うほか、乳
幼 児 、義 務 教 育 就 学 期 にある児 童 及 び高 校 生 等 の医 療
費 の一 部 を助 成 する自 治 体 を補 助 することにより、医 療 費
の負 担 の軽 減 を図 る。 

24   ０ １ ８ サポート 福 祉 局  
 子 供 一 人 ひとりの成 長 を等 しく支 えるため、０ 歳 から 18
歳 までの全 ての子 供 に月 額 5,000 円 を支 給 する。 

25   子 供 ・ 子 育 てメンター事 業  
子 供 政 策 連
携 室  

 子 供 や 子 育 て 家 庭 に対 し 、孤 独 ・ 孤 立 による 不 安 や悩
みの深 刻 化 を 予 防 するため 、日 常 的 な不 安 や 悩 みを 気 軽
に SNS 等 を活 用 して相 談 できる「 子 供 ・ 子 育 てメンター“ギュ
ッとチャット”」 をスタートする。 

26 ◆ 
こども DX の推 進 （ 母 子 保 健
オンラインサービス）  

デジタルサービス
局  

 デジタル庁 が開 発 した基 盤 を活 用 し、マイナンバーカード 1
つで医 療 費 助 成 や予 防 接 種 、母 子 保 健 （ 健 診 ） を申 請
できるようにする。 

27 ◆ 
こども DX の推 進 （ プッシュ型 子
育 てサービス）  

デジタルサービス
局  

 アプリから必 要 な情 報 が先 回 りで届 き、知 りそびれや申 請
忘 れをなくす。 

28 ◆ 
こども DX の推 進 （ 保 活 ワンス
トップ）  

デジタルサービス
局  

保 育 園 探 しから入 園 までの手 続 がオンラインで完 結 するワン
ストップシステムを実 現 する。 

＜目標を掲げている取組＞ 

番 号  事 業 名  所 管 局  
目 標 値 （ 年 度 の記 載 ないものは、 

令 和 11 年 度 末 までの目 標 ）  
令 和 5 年 度 実 績  

10   とうきょうママパパ応 援 事 業  福 祉 局  産 後 ケア事 業 の利 用 率 の増 加  
23.1% 
(令 和 4 年 度 ）  
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【２ 安心できる小児・母子医療体制の整備】 

＜小児・母子医療体制を取り巻く状況＞ 

 ○  厚 生労 働 省「 医師・歯科 医 師・薬 剤 師統 計」に よ ると、令 和４ 年の 都の 小 児科 医
師数（ 主た る診 療科 を 小児 科と する 医 師）は 、2,503 人 で す。令和 ２年 と比 較し て 、
令和 ４年 はや や 減少 しま した 。  

 ○  厚 生労 働 省「 医療 施設（静 態・動 態）調 査」によ ると 、令和 ４年 の都 の 小児 科を
標榜 する 病院 数 は 171 施 設で 、平 成 28 年 の 186 施設 と比 較 し て 15 施 設減 少 して
おり 、病 院の 小 児科 では 集約 化の 傾 向が 見ら れま す。  

 
図 表 6 東 京 都 に お け る 主 た る 診 療 科 を 小 児 科 と す る 医 師 数  

 
資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 統 計 （ 旧 ： 医 師 ・ 歯 科 医 師 ・ 薬 剤 師 調 査 ）」  

図 表 7 東 京 都 に お け る 小 児 科 を 標 ぼ う す る 一 般 病 院 数 の 年 次 推 移  

 
資 料 ： 厚 生 労 働 省 「 医 療 施 設 （ 静 態 ・ 動 態 ） 調 査 」  
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 ○  全 国の 出 生数 は減 少が 続い て おり 、都 にお いて も 平成 27 年 以降 、出 生 数は 減 少
して いま す。一方 で、リス クの 高い 低 出生 体重 児（ 出生 体重 2,500ｇ 未満 の新 生児 ）
の出 生数 に対 す る割 合は 、全 国で は ほぼ 横ば いと なっ て いま すが 、都 では 平 成 27
年の 9.1%から 令和 ４ 年に は 9.3％ と なっ て おり 、増 加傾 向 にあ りま す。  

 ○  ま た、リス ク の高 まる 35 歳 以上 の 母か らの 出生 数 の割 合は 全国 的に 増 加傾 向に
あり ます が、令和 ４年 にお ける 35 歳 以上 の 母か らの 出生 数 の割 合は、都 では 38.5%
と全 国の 30.0%を 大 きく 上回 って い ます 。  

 
図 表 8 出 生 数 ・ 低 出 生 体 重 児 ・ 35 歳 以 上 の 母 か ら の 出 生 数 の 推 移  

 
資 料 ： 東 京 都 保 健 医 療 計 画 （ 厚 生 労 働 省 「 人 口 動 態 統 計 」）  

 
 ○  都 内の 一 般医 療機 関数 は年 々 増加 して いる もの の 、産 科・産 婦人 科及 び 小児 科 を

標榜 する 医療 機 関数 は、ほ ぼ横 ばい の状 況と なっ てい ま す。また 、都内 の分 娩取 扱
施設 数（ 各 年９ 月に 分娩 を実 施し た 施設 数）は 、平 成 29 年 に は 163 施設 あり ま し
たが 、令 和２ 年 には 145 施 設と 減少 して いま す。  

 

＜現状と課題＞ 

 ○  こ ど も 救 命 セ ン タ ー の 受 入 患 者 数 は 増 加 傾 向 に あ り 、 搬 送 元 で あ る 二 次 救 急 医
療機 関や 救命 救 急セ ンタ ーと の連 携 、ま た 、転 退院 後支 援 の際 の 受入 先や 地域 の 医
療・ 保健 ・福 祉 機関 等と の更 なる 連 携が 求め られ ます 。  

 ○  地 域 ご と に 医 療 資 源 等 の 状 況 が 異 な る こ と か ら 、 都 の 小 児 二 次 救 急 医 療 体 制 を
確保 する ため に 、各 地域 の実 情に 応 じた 救急 医療 体制 の 構築 が必 要で す。  

 ○  平 日 の 夜 間 に 診 療 を 行 う 小 児 初 期 救 急 診 療 事 業 に つ い て は 、 医 師 の 確 保 が 困 難
なこ とか ら、 初 期救 急医 療体 制の 確 保・ 維持 が困 難な 地 域が あり ます 。  

 ○  出 生 数 の 減 少 に 伴 い 分 娩 取 扱 施 設 が 減 少 す る 一 方 で 、 高 年 齢 の 出 産 な ど の ハ イ
リス ク 妊 産婦 や Ｎ Ｉ ＣＵ 1に 入 院 する 児 は 増加 し て おり 、 限 り ある 医 療 資源 を 有効
活 用 す る た め 、 リ ス ク に 応 じ た 機 能 分 化 と 連 携 を 更 に 促 進 し て い く 必 要 が あ り ま
す。  

 
1 新 生 児 集 中 治 療 管 理 室 （ Neonatal  Intensive  Care  Unit）。 新 生 児 の 治 療 に 必 要 な 保 育 器 、 人 工 呼 吸 器 等 を 備
え 、 24 時 間 体 制 で 集 中 治 療 が 必 要 な 新 生 児 の た め の 集 中 治 療 室  

平成27年 令和４年 平成27年 令和４年

出生数 113,194人 91,097人 1,005,721人 770,759人

低出生体重児 10,313人 8,492人 95,208人 72,587人

低出生体重児の割合 9.1% 9.3% 9.5% 9.4%

35歳以上の母からの出生数 41,047人 35,048人 282,171人 231,323人

35歳以上の母からの出生数の割合 36.3% 38.5% 28.1% 30.0%

東京都 全国
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 ○  総 合 周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー が な い ブ ロ ッ ク が あ る な ど 、 ブ ロ ッ ク ご と に 周 産
期 医 療 資 源 の 状 況 に 違 い が あ る こ と か ら 、 地 域 の 実 情 に 応 じ て 周 産 期 医 療 施 設 の
整備 や連 携体 制 の強 化を 図る こと が 必要 です 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  東 京 都 こ ど も 救 命 セ ン タ ー の 運 営 を は じ め と し 、 小 児 の 救 急 医 療 体 制 を 確 保 す
ると とも に、周 産期 母 子医 療セ ンタ ー の整 備や ＮＩ ＣＵ の 確保 、母体 救命 対応 総 合
周 産 期 母 子 医 療 セ ン タ ー の 運 営 な ど 、 ハ イ リ ス ク 妊 婦 や 高 度 医 療 が 必 要 な 新 生 児
等に 対応 する 体 制を 整備 しま す。  

 ○  他 の 医 療 機 関 で は 救 命 治 療 の 継 続 が 困 難 な 小 児 重 篤 患 者 の 受 入 要 請 が あ っ た 場
合に 、患 者を 必 ず受 け 入れ 、迅 速か つ 適切 な 救命 治療 を行 う 施設 を都 内４ か所 指 定
しま す。  

 ○  救 命治 療 の他 に、小児 医療 連 携の 拠 点と して 、日 頃 から 連 携す る医 療機 関 等と 積
極的 に情 報共 有 する ほか 、円滑 な連 携体 制の 維持・促進 に努 める とと もに 、小児 臨
床教 育の 拠点 機 能と して 、地 域の 医 療機 関 をサ ポー トす る 臨床 教育・研 修等 を 実施
しま す。  

 ○  小 児 の 初 期 救 急 か ら 三 次 救 急 ま で の 救 急 医 療 を 整 備 し 、 安 心 で き る 小 児 救 急 医
療体 制を 確保 し ます 。  

 ○  ハ イ リ ス ク 妊 産 婦 や 高 度 医 療 が 必 要 な 新 生 児 等 に 対 す る 医 療 を 提 供 す る 周 産 期
母子 医療 セン タ ー等 を整 備す ると と もに 、各地 域・医療 機 関の 状 況に 応じ てＮ Ｉ Ｃ
Ｕ病 床を 確保 し ます 。  

 ○  周 産 期 医 療 が 適 切 か つ 円 滑 に 提 供 さ れ る よ う 各 周 産 期 医 療 施 設 間 に お け る リ ス
クに 応じ た機 能 分担 やそ れに 基づ く 連携 体制 の強 化を 図 りま す。  

 ○  医 師の 勤 務環 境改 善や 復職 支 援を 実施 しま す。  
 ○  小 児、周 産期 医 療等 に従 事す る 医師 を確 保す るた め 、こ れ らの 分野 に従 事 する 意

思の ある 学生 を 対象 に奨 学金 を貸 与（一 定 期間 従事 する こ とに より 返還 を免 除 ）し
ます 。  

 ○  都 内 の 救 急 医 療 機 関 に 勤 務 す る 小 児 科 医 等 を 対 象 に 、 小 児 救 急 医 療 に 関 す る 専
門的 な研 修を 実 施し ます 。  
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 ■ こど も救 命 セン ター の運 営  

 
 

 ■ 東京 都に お ける 周産 期医 療体 制 のイ メー ジ図  

 

  



69 
 

＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

29   
小 児 救 急 医 療 体 制 の充 実
（ 初 期 ・ 二 次 救 急 ）  

保 健 医 療 局  

 子 供 の急 病 に対 応 するため、区 市 町 村 が地 域 の小 児 科
医 の協 力 を得 て実 施 する「 小 児 初 期 救 急 平 日 夜 間 診 療
事 業 」 に対 して積 極 的 な支 援 を行 う。 
 入 院 を必 要 とする小 児 の救 急 患 者 に対 応 する二 次 救
急 医 療 については、小 児 科 の「 休 日 ・ 全 夜 間 診 療 事 業 」 を
引 き続 き実 施 し、原 則 、固 定 ・ 通 年 制 で常 時 小 児 科 医
師 による対 応 が可 能 な体 制 を確 保 する。 

30   地 域 における小 児 医 療 研 修  保 健 医 療 局  

 地 域 の小 児 初 期 救 急 診 療 事 業 に参 加 する医 師 を確 保
するため、小 児 科 二 次 救 急 医 療 機 関 における地 域 の診 療
所 の医 師 等 を対 象 とした臨 床 研 修 や、小 児 救 急 医 療 への
参 加 を促 進 する小 児 救 急 研 修 会 、地 域 で小 児 救 急 医 療
に従 事 する医 師 の研 修 会 を実 施 する。 

31   
休 日 ・ 全 夜 間 診 療 事 業 参 画
医 療 機 関 施 設 整 備 費 等 補
助 （ 小 児 ）  

保 健 医 療 局  
 小 児 科 の救 急 患 者 に対 し、24 時 間 365 日 小 児 科 医
が対 応 する診 療 体 制 を確 保 するため、整 備 費 の補 助 を行
う。 

32   
休 日 ・ 全 夜 間 診 療 事 業 （ 小
児 ・ 専 任 看 護 師 配 置 ）  

保 健 医 療 局  

 休 日 ・ 全 夜 間 診 療 事 業 （ 小 児 ） を行 う医 療 機 関 にお
いて、緊 急 性 の高 い患 者 の命 を守 るため、救 急 医 療 の要
否 や診 療 の順 番 を判 断 する「 トリアージ」 の実 施 を支 援 し、
迅 速 に適 切 な治 療 につなげる体 制 を整 備 する。 

33   
小 児 集 中 治 療 室 医 療 従 事
者 研 修 事 業  

保 健 医 療 局  
 良 質 な小 児 救 命 、集 中 治 療 体 制 を維 持 していくため、
東 京 都 小 児 救 命 救 急 センターにおいて医 師 等 に対 する小
児 の集 中 治 療 に係 る専 門 的 な実 地 研 修 を行 う。 

34   こども救 命 センターの運 営  保 健 医 療 局  

 重 篤 な小 児 救 急 患 者 を迅 速 に受 け入 れ、外 科 ・ 内 科 を
問 わず小 児 特 有 の症 状 に対 応 した高 度 な救 命 治 療 を実
施 する。合 わせて、医 療 連 携 の拠 点 として、円 滑 な転 院 搬
送 のための施 設 間 調 整 を行 うとともに、地 域 の医 療 機 関 を
サポートする臨 床 教 育 ・ 研 修 等 を実 施 する。 

35   東 京 都 小 児 医 療 協 議 会  保 健 医 療 局  

 小 児 医 療 体 制 の確 保 ・ 充 実 に向 けた検 討 ・ 協 議 を行 う
「 東 京 都 小 児 医 療 協 議 会 」 を設 置 する。協 議 会 では、小
児 救 急 医 療 体 制 の確 保 等 に向 け、一 次 から三 次 救 急 医
療 施 設 の小 児 医 療 ネットワークの構 築 について検 討 ・ 協 議
を行 う。 

36   周 産 期 医 療 システムの整 備  保 健 医 療 局  
 出 産 前 後 の母 体 ・ 胎 児 や新 生 児 に対 する高 度 な医 療
に対 応 できる周 産 期 母 子 医 療 センターなどの整 備 を進 める
とともに、総 合 的 な周 産 期 医 療 体 制 の確 立 を図 る。 

37   
周 産 期 医 療 施 設 等 整 備 費
補 助  

保 健 医 療 局  

 都 内 の新 生 児 疾 患 の診 断 ･治 療 及 びリスクの高 い妊 産
婦 等 の医 療 的 管 理 を行 う周 産 期 施 設 の整 備 等 を行 うこと
により、地 域 において出 産 前 後 の母 体 胎 児 から新 生 児 に至
る一 貫 した医 療 を提 供 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

38   
母 体 救 命 対 応 総 合 周 産 期
母 子 医 療 センターの設 置  

保 健 医 療 局  

 救 命 救 急 センターと総 合 周 産 期 母 子 医 療 センターの密
接 な連 携 により、緊 急 に母 体 救 命 処 置 が必 要 な妊 産 褥
婦 を必 ず受 け入 れる「 母 体 救 命 対 応 総 合 周 産 期 母 子 医
療 センター」 （ いわゆる「 スーパー総 合 周 産 期 センター」 を指
定 し、母 体 が迅 速 に救 命 処 置 を受 けられる体 制 を確 保 す
ることにより、都 民 が安 心 して妊 娠 ･出 産 できる環 境 を整 備
する。 

39   
周 産 期 搬 送 コーディネーターの
配 置  

保 健 医 療 局  

 総 合 周 産 期 母 子 医 療 センターのブロック内 では受 入 困
難 な事 例 について、都 内 全 域 の搬 送 調 整 等 を集 中 して行
う周 産 期 搬 送 コーディネーターを配 置 することにより、総 合 周
産 期 母 子 医 療 センターにおいて搬 送 調 整 業 務 を行 う医 師
の負 担 軽 減 を図 るとともに、母 体 ･新 生 児 の迅 速 な医 療 の
確 保 を図 る。 

40   
周 産 期 医 療 ネットワークグループ
の構 築  

保 健 医 療 局  

 周 産 期 医 療 ネットワークグループを構 築 し、地 域 の中 で一
次 、二 次 、三 次 それぞれの医 療 機 関 が機 能 に応 じた役 割
分 担 と連 携 をすすめ、リスクに応 じた医 療 提 供 体 制 を構 築
する。 

41   周 産 期 連 携 病 院 の確 保  保 健 医 療 局  

 ミドルリスクの妊 産 婦 に緊 急 診 療 を行 う「 周 産 期 連 携 病
院 」 を必 要 に応 じ整 備 していくことにより、周 産 期 母 子 医 療
センターへの分 娩 ･搬 送 集 中 を緩 和 し、妊 婦 のリスクに応 じ
た体 系 的 な受 入 体 制 の確 保 を図 る。 

42   多 摩 新 生 児 連 携 病 院 の確 保  保 健 医 療 局  

 区 部 に比 べて周 産 期 母 子 医 療 センターが少 ない多 摩 地
域 において、比 較 的 リスクの高 い新 生 児 の対 応 が可 能 な医
療 機 関 を確 保 することにより、多 摩 地 域 の新 生 児 受 入 体
制 の強 化 を図 る。 

43   
在 宅 移 行 支 援 病 床 運 営 事
業  

保 健 医 療 局  

 NICU や GCU に長 期 入 院 している又 は同 等 の病 状 を有
する気 管 切 開 以 上 の呼 吸 管 理 を必 要 とする小 児 につい
て、NICU・ GCU と在 宅 療 養 の間 に中 間 的 な病 床 として在
宅 移 行 支 援 病 床 を設 置 し、在 宅 生 活 への円 滑 な移 行 の
促 進 を図 る。 

44   
在 宅 療 養 児 一 時 受 入 支 援
事 業  

保 健 医 療 局  
 NICU 等 長 期 入 院 児 等 の在 宅 医 療 中 の定 期 的 医 学
管 理 及 び保 護 者 のレスパイトケアを実 施 する。 

45   
地 域 医 療 を担 う医 師 養 成 事
業 （ 医 師 奨 学 金 ）  

保 健 医 療 局  

 将 来 、都 内 の医 師 確 保 が必 要 な地 域 や診 療 科 等 に医
師 として従 事 しようとする者 に対 し、奨 学 金 を貸 与 し、都 内
の医 師 確 保 が必 要 な地 域 や診 療 科 等 （ 小 児 医 療 、周
産 期 医 療 、救 急 医 療 等 ） の医 師 の確 保 及 び質 の向 上 を
図 る。 

46   
産 科 医 等 育 成 ・ 確 保 支 援 事
業  

保 健 医 療 局  

 地 域 でお産 を支 える産 科 医 等 に対 し分 娩 手 当 等 を支
給 することにより、処 遇 改 善 を通 じて急 激 に減 少 する産 科
医 療 機 関 及 び産 科 医 等 の確 保 を図 るとともに、臨 床 研 修
後 の専 門 的 な研 修 において、研 修 手 当 等 を支 給 することに
より、将 来 の産 科 医 療 を担 う医 師 の育 成 を図 る。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

47   
新 生 児 医 療 担 当 医 育 成 ・ 確
保 支 援 事 業  

保 健 医 療 局  

 NICU 入 院 児 を担 当 する医 師 に手 当 を支 給 することによ
り、処 遇 改 善 を通 じて新 生 児 担 当 医 の確 保 を図 るととも
に、臨 床 研 修 修 了 後 の専 門 的 な研 修 において、研 修 医 手
当 等 を支 給 することにより、将 来 の新 生 児 医 療 を担 う医 師
の育 成 を図 る。 

48   
病 院 勤 務 者 勤 務 環 境 改 善
事 業  

保 健 医 療 局  

 都 内 医 療 体 制 の安 定 的 な確 保 が可 能 となるよう、病 院
勤 務 医 師 及 び看 護 職 員 の勤 務 環 境 を改 善 し、離 職 防 止
と定 着 を図 る取 組 及 び職 場 を離 れた医 師 等 の再 就 業 を支
援 する取 組 を行 う病 院 を支 援 する。 

49   
助 産 所 と嘱 託 医 療 機 関 等 の
連 携 支 援  

保 健 医 療 局  
 助 産 所 における嘱 託 医 師 、嘱 託 医 療 機 関 等 確 保 のた
めの相 談 窓 口 を設 置 するとともに、助 産 所 と嘱 託 医 師 等 の
連 携 を促 進 することにより、安 全 ・ 安 心 な分 娩 を支 援 する。 

50   助 産 所 設 備 整 備 費 補 助  保 健 医 療 局  

 妊 婦 の多 様 なニーズに応 え、身 近 な地 域 で安 全 ・ 安 心 に
出 産 できる環 境 を整 備 するため、分 娩 を取 り扱 う助 産 所 に
対 して、医 療 機 器 や情 報 通 信 機 器 等 の設 備 整 備 を促 進
する。 

51 ◆ ドナーミルク利 用 支 援 事 業  保 健 医 療 局  
 NICU におけるドナーミルクの使 用 やドナー登 録 を行 う医 療
機 関 を支 援 し、ドナーミルクを必 要 とする NICU 入 院 児 等 が
利 用 できる体 制 を整 備 する。 

52 ◆ NICU 入 院 児 相 談 支 援 事 業  保 健 医 療 局  
 NICU 入 院 児 とその家 族 に向 けた支 援 の充 実 を図 るた
め、児 の成 長 発 達 の促 進 や、家 族 の不 安 軽 減 に取 り組 む
ファミリーセンタードケアを推 進 する。 
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【３ 子育て家庭を地域で支える仕組みの充実】 

＜子育て家庭を取り巻く状況＞ 

 ○  ６ 歳 未 満 の 親 族 の い る 世 帯 の 家 族 類 型 を 見 る と 、 令 和 ２ 年 の 東 京 都 の 核 家 族 世
帯の 割合 は、 97.3％ とな って おり 、 全国 の割 合（ 92.0％ ）よ り高 い状 況で す 。  

 
図 表 9 ６ 歳 未 満 の 親 族 の い る 世 帯 の 家 族 類 型 （ 全 国 ・ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 総 務 省 「 国 勢 調 査 」（ 令 和 ２ 年 ）  
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 ○  子 育て を して いて、日頃 負 担に 感 じる こと につ い ては、「よく ある 」と「 と きど
きあ る」とを 合わ せ ると、「子 育て で イラ イラ する こと が ある」、「子 供の 教育 に つ
いて 心配 にな る」、「 一 人に なり たい と きが ある」、「 子供 が 将来 う まく 育っ てく れ る
か ど う か 心 配 に な る 」 な ど が 他 の 項 目 に 比 べ て 高 く な っ て い ま す 。 父 母 別 に み る
と、「 配偶 者が 子育 て に協 力し てく れ ない と思 う」に つ いて、「 よく ある」と「 とき
どき ある 」を合 わせ た割 合が 、父親 は 3.0％に 対し て 、母 親は 34.1％と 、差 が あり
ます 。  

 
図 表 10 「 子 育 て を し て い て 日 頃 感 じ る こ と （ 負 担 に 感 じ る こ と ）」（ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 4 年 度 ）  

（ 注 ）「 配 偶 者 が 子 育 て に 協 力 し て く れ な い と 思 う 」 に つ い て は 、 両 親 世 帯 の み 集 計 対 象 と し て い る  

（ 総 数  父 ＝ 2,301 人 、 母 ＝ 2,465 人 ）  
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 ○  「子 育て をし やす くす るた め に必 要な もの 」につ いて 尋ね たと ころ 、令和 ４年 度
調査 では「児 童 手当 など 経済 的な 手 当の 充実」（46.0％）、「 子 育て に理 解の あ る職
場環 境の 整備 」（ 39.6％）の順 に割 合 が高 く、経済 的な 問 題に 対す る負 担感 軽 減と
子育 てと 仕事 の 両立 のた めの 環境 整 備が 求め られ てい ま す。  

 
図 表 11 子 育 て を し や す く す る た め に 必 要 な も の （ 東 京 都 、 複 数 回 答 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 4 年 度 ）  
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 ○  都 内で 、在宅 で 乳幼 児の 子育 て をし てい る母 親が 希 望す る「 あれ ばよ い 在宅 支 援
サ ー ビ ス 」 に つ い て は 、 緊 急 時 の 一 時 預 か り の 割 合 が 最 も 高 く 半 数 を 超 え て い ま
す。東 京都 は核 家族 が多 く 、緊 急時 に頼 れる 人が 身近 に いな いこ とな どか ら 、子 育
てに 不安 や負 担 感を 抱え てい るこ と がう かが えま す。  

 
図 表 12 養 育 者 自 身 で 平 日 の 日 中 も 子 育 て を 行 う 家 庭 に 対 し 、 あ れ ば い い と 思 う サ ー ビ ス （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 4 年 度 ）  
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 ○  保 育 所 や 認 定 こ ど も 園 な ど に 日 中 子 供 を 預 け て い る 保 護 者 が 不 満 に 思 う こ と に
つい ては 、「 子供 が病 気の とき に利 用 でき ない 」と い う回 答が 最も 多く なっ て いま
す。  

図 表 13 子 供 を 預 け て い て 不 満 に 思 う こ と （ 複 数 回 答 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 4 年 度 ）  

 
 ○  子 供 家 庭 支 援 セ ン タ ー の 相 談 対 応 件 数 は 年 々 増 加 傾 向 に あ り 、 令 和 ４ 年 度 は

75,398 件 とな って い ます 。  
図 表 14 子 供 家 庭 支 援 セ ン タ ー 相 談 対 応 件 数  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局  

（ 注 ） 令 和 ４ 年 度 か ら 虐 待 非 該 当 を 含 ま な い 等 、 集 計 条 件 を 変 更   
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＜現状と課題＞ 

 ○  地 域の 子 供・子 育て 支援 サー ビ スの 実施 主体 であ る 区市 町村 は、子育 て 家庭 に 対
して 、地 域の 実 情に 応 じ、様々 な事 業 を組 み 合わ せな がら 子 育て サー ビス を提 供 し
てい ます が 、コ ミュ ニテ ィの 希薄 化 や、それ に伴 う子 育 ての 孤立 化 、共 働き 世帯 の
増加 、多 様化 す るニ ー ズな どの 課題 に 対応 する ため 、一 人 ひと り の状 況に 応じ た よ
りき め細 かな 対 応が 求め られ てい ま す。  

 ○  妊 産婦 を はじ め、子 供や 子育 て家 庭が 、教育・保育 施設 や地 域の 子育 て 支援 事業
等 を 円 滑 に 利 用 で き る よ う 、 身 近 な 場 所 で 情 報 提 供 や 相 談 を 行 う 利 用 者 支 援 事 業
は、 令和 ５年 度 末時 点で 、都 内 54 区市 町 村で 実施 され て いま す。  

 ○  子 供 と 家 庭 に 関 す る 第 一 義 的 な 相 談 窓 口 で あ り 、 地 域 の ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 的
な役 割で もあ る 子供 家庭 支援 セン タ ーは 、令和 ５年 度現 在 、ほ ぼ 全て の区 市町 村 で
設置 され てい ま す。ま た、虐待 対策 コ ーデ ィ ネー ター や主 任 虐待 対策 ワー カー を 配
置す るな ど、 虐 待対 応力 の強 化も 進 めて いま す。  

 ○  地 域の 子 育て サー ビス を紹 介 した り、支援 が必 要 な家 庭 を早 期に 把握 し 、必 要 な
子 育 て サ ー ビ ス 等 に つ な げ る た め の 取 組 は 重 要 で す 。 そ の ひ と つ で あ る 乳 児 家 庭
全戸 訪問 事業 の 訪問 率は 都内 全体 で おお むね ９割 とな っ てい ます 。  

 ○  在 宅で 子 育て をし てい る親 子 に、地 域の 身近 な場 所 でつ どい の場 を提 供 し、子 育
て に つ い て の 相 談 支 援 や 情 報 提 供 、 子 育 て サ ー ク ル の 支 援 等 を 行 う 子 育 て ひ ろ ば
は、着実 に整 備が 進 んで おり 、令 和５ 年 ９月 現在 、都 内 に 1,047 か所 設置 され て い
ます 。近年 は 、地 域支 援や 利用 者支 援 事業 の機 能 、子 育て 家庭 の孤 立化 の防 止 や虐
待の 未然 防止 の 役割 も担 って いま す 。  

 ○  子 育て 短 期支 援事 業（シ ョー トス テイ・トワ イラ イト ステ イ ）や 子育 て援 助活 動
支援 事業（フ ァ ミリ ー・サポ ート・セン ター 事業 ）、一時 預か り事 業な ど、緊 急時
等に 一時 的に 子 供を 預か るサ ービ ス のニ ーズ が高 まっ て いま す。多く の 自治 体が 、
子供 を預 かる 事 業を 行っ てい ます が 、区 市 町村 によ り、同 じ自 治 体内 に実 施施 設 が
ない 、又 は利 用 でき る 年齢 や日 数の 上 限が 異な るな ど、実 施体 制 にば らつ きが あ り
ます 。  

 ○  母 子 保 健 部 門 と 児 童 福 祉 部 門 が 連 携 し な が ら 、 サ ポ ー ト が 必 要 な 妊 婦 や 子 育 て
家庭 を把 握し 、適切 な 支援 につ なげ る 体制 整備 を促 進す る ため 、区市 町村 への 支 援
を一 層充 実す る こと が必 要で す。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  区 市 町 村 が 、 子 育 て 支 援 施 策 の 実 施 主 体 と し て 、 子 供 家 庭 支 援 セ ン タ ー を 中 心
に、様々 な相 談 支援 や サー ビス 提供 の 充実 を図 ると とも に 、地 域 のネ ット ワー ク 強
化を 図る こと が でき るよ う支 援し ま す。  
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 ○  子 供家 庭 支援 セン ター にお い て、虐 待対 策コ ーデ ィ ネー ター の配 置を 強 化し 、虐
待 ケ ー ス の 適 切 な 進 行 管 理 や 関 係 機 関 と の 連 携 を 促 進 す る こ と に よ り 、 児 童 虐 待
への 更な る対 応 力向 上を 図る 取組 を 支援 しま す。  

 ○  虐 待 相 談 や 虐 待 の 恐 れ の あ る 家 庭 へ の 支 援 を 身 近 な 地 域 で 行 う 経 験 豊 富 な 虐 待
対策 ワー カー の 増配 置の 支援 、また 、行 政 機関・学校・医 療機 関 等地 域の 関係 機 関
が 一 堂 に 会 し て 要 保 護 児 童 等 の 支 援 体 制 の 整 備 や 個 別 の 支 援 方 法 等 を 検 討 す る 要
保護 児童 対策 地 域協 議会 の円 滑な 開 催に 向け た事 務支 援 、さ ら に、平日 夕方 以 降や
休 日 の 相 談 体 制 の 確 保 に 向 け た 支 援 を 通 じ て 、 子 供 家 庭 支 援 セ ン タ ー の 更 な る 体
制強 化を 図り ま す。  

 ○  年 々 増 加 傾 向 に あ る 児 童 虐 待 の 相 談 や 支 援 等 に 対 応 す る た め 、 区 市 町 村 が 虐 待
対策 ワー カー 業 務の 一部 を民 間委 託 する 取組 を支 援し ま す。  

 〇  児 童 福 祉 法 等 の 改 正 に 伴 い 、 児 童 相 談 部 門 と 母 子 保 健 部 門 が 一 体 と な り 妊 娠 期
から 包括 的な 相 談支 援等 を行 う「 こ ども 家 庭セ ンタ ー」を 創設 す る区 市町 村を 支 援
す る た め 、 妊 娠 期 か ら の 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 う 子 供 家 庭 支 援 セ ン タ ー と 母 子 保
健部 門の 体制 強 化を 図り ます 。  

 〇  ま た、乳 幼児 健 診未 受診 者等 、何ら か の支 援が 必要 な 子供 や保 護者 を早 期 に発 見
し、適切 な支 援 につ な げら れる よう 、アウ ト リー チ型 支援 を 充実 させ ると とも に 、
専門 性向 上に 資 する 研修 を実 施す る こと で、地域 の 支援 体制 を強 化し てい き ます。 

 ○  特 に 不 安 が 生 じ や す い ０ 歳 児 家 庭 を 中 心 に 、 全 戸 へ の 定 期 訪 問 に よ る 見 守 り を
実 施 す る な ど 、 子 育 て 家 庭 に 寄 り 添 う ア ウ ト リ ー チ 型 支 援 の 充 実 に 取 り 組 む 区 市
町村 を支 援し ま す。  

 ○  子 育 て ひ ろ ば が 、 親 子 に と っ て 気 軽 に 出 か け ら れ 相 談 で き る 場 と し て の 役 割 を
担い つつ 、在 宅 で子 育 てを して いる 親 子の 孤立 化を 防ぎ 、子育 て に対 する 不安 を 身
近 な 地 域 で 解 消 で き る 機 能 も 果 た せ る よ う 、 地 域 支 援 や 利 用 者 支 援 を 行 う 子 育 て
ひろ ばの 拡充 を 図り ます 。  

 ○  ま た、障 害の 有 無に かか わら ず 、全 て の親 子が 子育 て ひろ ばを 気軽 に利 用 でき る
環境 を整 備す る ため 、発達 障害 を含 む 障害 のあ る子 供や 多 胎児 のい る家 庭な ど 、特
に 配 慮 が 必 要 な 子 育 て 家 庭 に 向 け た 交 流 の 場 の 提 供 や 相 談 支 援 、 講 習 等 の 区 市 町
村の 取組 を支 援 する とと もに 、職 員 の専 門性 向上 に向 け た研 修を 実施 しま す 。  

 ○  保 護 者 が 適 切 に 子 育 て 支 援 策 に 結 び つ く よ う 、 子 育 て 家 庭 の 多 様 な ニ ー ズ の 把
握 、子 供・子 育 て支 援 に関 する 情報 提 供 、必要 に応 じた 相 談・助言 及び 関係 機 関調
整な どを 行う 区 市町 村を 支援 しま す 。  

 ○  家 事 援 助 等 の 訪 問 支 援 や シ ョ ー ト ス テ イ 事 業 な ど 、 家 庭 支 援 事 業 に 取 り 組 む 区
市町 村の 人材 確 保や 実施 促進 に向 け た支 援を 充実 しま す 。  

 ○  地 域 住 民 の 複 雑 化 ・ 複 合 化 し た 支 援 ニ ー ズ に 対 応 す る 包 括 的 な 支 援 体 制 を 整 備
する ため 、対象 者の 属性 を問 わな い 相談 支援 、多様 な参 加支 援、地 域づ くり に向 け
た 支 援 を 一 体 的 に 取 り 組 む 区 市 町 村 を 支 援 す る ほ か 、 子 育 て 家 庭 が 地 域 社 会 と つ
なが る多 様な 居 場所 を創 出す る取 組 を促 進し ます 。  
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 ○  家 事・育 児等 に対 して 不安 や 負担 を抱 える 子育 て 家庭 等を 訪問 支援 員 が訪 問し、
家庭 が抱 える 不 安や 悩み を傾 聴す る とと もに 、家 事・育児 等 の 支援 に取 り組 む 区市
町村 を支 援し ま す。  

 
 
■要 保護 児童 対 策地 域協 議会  

 
資 料 ： み ん な の 力 で 防 ご う 児 童 虐 待 〜 虐 待 相 談 の あ ら ま し （ 2023 年 度 版 ）  
 
■こ ども 家庭 セ ンタ ー  

 
資 料 ： こ ど も 家 庭 庁  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

53   
保 健 医 療 政 策 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業  

保 健 医 療 局  
 身 近 な地 域 医 療 ・ 保 健 の実 施 主 体 である区 市 町 村 が
地 域 の実 情 に合 わせて行 う自 主 的 、主 体 的 な取 組 を支 援
し、保 健 医 療 サービスの向 上 を推 進 する。 

54   
要 支 援 家 庭 の早 期 発 見 に向
けた取 組  

福 祉 局  

 母 子 健 康 手 帳 交 付 時 や新 生 児 訪 問 時 の機 会 等 を活
用 して、支 援 が必 要 な家 庭 の早 期 発 見 を図 り、保 健 所 ・
保 健 センターの個 別 指 導 、子 供 家 庭 支 援 センターで実 施 す
る在 宅 サービスなど、適 切 な支 援 につなげる区 市 町 村 の取
組 を促 進 する。 

55   ファミリー・ アテンダント事 業  
子 供 政 策 連
携 室  

 子 育 て家 庭 の孤 独 ・ 孤 立 対 策 を強 化 するため、地 域 の
民 間 団 体 等 の人 材 を活 用 した家 庭 訪 問  等 を通 じ、日
常 的 な不 安 ・ 悩 みに寄 り添 う、「 アウトリーチ型 支 援 」 を展
開 する。 

56 ◆ 
こども家 庭 センター体 制 強 化 事
業  

福 祉 局  
当 事 者 及 び家 庭 の意 見 を踏 まえ、子 育 ての協 働 意 識 を持
ちながら妊 娠 期 から就 学 前 までの切 れ目 のない支 援 を実 現
し、児 童 虐 待 の未 然 防 止 を図 る区 市 町 村 を支 援 する。 

57   
乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業 （ こ
んにちは赤 ちゃん事 業 ）  

福 祉 局  
 生 後 ４ か月 までの乳 児 のいるすべての家 庭 を訪 問 する乳
児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業 に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

58   
子 供 家 庭 支 援 センター事 業 ＜
子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  

 地 域 の子 供 と家 庭 を支 援 するため、区 市 町 村 における第
一 義 的 な相 談 窓 口 、在 宅 サービスの提 供 ・ 調 整 機 関 、関
係 機 関 や団 体 のコーディネート機 関 として、子 育 て支 援 ネッ
トワークの核 となる子 供 家 庭 支 援 センタ―の取 組 を支 援 す
る。また、児 童 虐 待 対 応 の専 門 性 を強 化 した子 供 家 庭 支
援 センターを設 置 して虐 待 の未 然 防 止 や早 期 発 見 ・ 対 応
に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

59   

子 供 家 庭 支 援 センター地 域 支
援 力 強 化 事 業 ＜ 子 供 家 庭
支 援 区 市 町 村 包 括 補 助 事
業 ＞  

福 祉 局  

 経 験 豊 富 な虐 待 対 策 ワーカーの増 配 置 や、区 市 町 村 の
要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 のきめ細 かな実 施 、平 日 夕
方 や休 日 の相 談 体 制 を確 保 することにより、子 供 家 庭 支
援 センターの更 なる体 制 強 化 を図 る取 組 を支 援 する。 

60   
虐 待 対 策 コーディネーター事 業
＜ 子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村
包 括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  

 子 供 家 庭 支 援 センターにおいて、調 整 機 能 を担 う虐 待 対
策 コーディネーターの配 置 を強 化 し、虐 待 ケースの適 切 な進
行 管 理 や関 係 機 関 との連 携 を促 進 することにより、児 童 虐
待 への更 なる対 応 力 向 上 を図 る取 組 を支 援 する。 

61   
虐 待 対 策 ワーカー業 務 の委 託
支 援 事 業 ＜ 子 供 家 庭 支 援
区 市 町 村 包 括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  

 年 々増 加 傾 向 にある児 童 虐 待 の相 談 や支 援 等 に対 応
するため、子 供 家 庭 支 援 センターの虐 待 対 策 ワーカー業 務 の
委 託 料 の補 助 を創 設 し、業 務 の一 部 を民 間 委 託 する取
組 を支 援 する。 

62   養 育 支 援 訪 問 事 業  福 祉 局  
 保 護 者 の養 育 を支 援 することが特 に必 要 な家 庭 を訪 問
し支 援 する養 育 支 援 訪 問 事 業 に取 り組 む区 市 町 村 を支
援 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

63 ◆ 子 育 て世 帯 訪 問 支 援 事 業  福 祉 局  

 家 事 ・ 子 育 て等 に対 して不 安 や負 担 を抱 える子 育 て家
庭 、妊 産 婦 、ヤングケアラー等 がいる家 庭 の居 宅 を、訪 問 支
援 員 が訪 問 し、家 庭 が抱 える不 安 や悩 みを傾 聴 するととも
に、家 事 ・ 子 育 て等 の支 援 に取 り組 む区 市 町 村 を支 援 す
る。 

64 ◆ 
子 育 て世 帯 訪 問 支 援 員 資 質
向 上 事 業  

福 祉 局  
 訪 問 支 援 員 のサービスの質 向 上 を図 るため、都 独 自 の研
修 カリキュラムに基 づく研 修 を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 

65 ◆ 

子 育 て世 帯 訪 問 支 援 員 人 材
確 保 ・ 定 着 支 援 事 業 ＜ 子 供
家 庭 支 援 区 市 町 村 包 括 補
助 事 業 ＞  

福 祉 局  
 子 育 て世 帯 訪 問 支 援 事 業 に係 る訪 問 支 援 員 の人 材
確 保 を図 るため、都 のカリキュラムに基 づく研 修 の受 講 者 に
対 し、報 酬 の上 乗 せを行 う区 市 町 村 の取 組 を支 援 する。 

66 ◆ 親 子 関 係 形 成 支 援 事 業  福 祉 局  

 児 童 との関 わり方 や子 育 てに悩 みや不 安 を抱 えている保
護 者 及 びその児 童 に対 し、講 義 やグループワーク、ロールプレイ
等 を通 じて、児 童 の心 身 の発 達 の状 況 等 に応 じた情 報 の
提 供 、相 談 及 び助 言 を実 施 するとともに、同 じ悩 みや不 安
を抱 える保 護 者 同 士 が相 互 に悩 みや不 安 を相 談 ・ 共 有
し、情 報 の交 換 ができる場 を設 ける等 その他 の必 要 な支 援
を行 うことにより、親 子 間 における適 切 な関 係 性 の構 築 を図
る。 

67 ◆ 児 童 育 成 支 援 拠 点 事 業  福 祉 局  

 養 育 環 境 等 に課 題 を抱 える、家 庭 や学 校 に居 場 所 のな
い児 童 等 に対 して、当 該 児 童 の居 場 所 となる場 を開 設 し、
児 童 とその家 庭 が抱 える多 様 な課 題 に応 じて、生 活 習 慣
の形 成 や学 習 のサポート、進 路 等 の相 談 支 援 、食 事 の提
供 等 を行 うとともに、児 童 及 び家 庭 の状 況 をアセスメントし、
関 係 機 関 へのつなぎを行 う等 の個 々の児 童 の状 況 に応 じた
支 援 を包 括 的 に提 供 することにより、虐 待 を防 止 し、子 供
の最 善 の利 益 の保 障 と健 全 な育 成 を図 る。 

68   
親 の子 育 て力 向 上 支 援 事 業  
＜ 子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村
包 括 補 助 事 業 ＞  

福 祉 局  
 親 同 士 が相 互 に学 び合 うグループワークを通 し子 育 てスキ
ルの向 上 や仲 間 作 りを促 進 し、育 児 不 安 の解 消 を図 る取
組 を支 援 する。 

69   
子 育 て短 期 支 援 事 業 （ ショー
トステイ・ トワイライトステイ）  

福 祉 局  
 子 供 の年 齢 等 にかかわらず、すべての子 育 て家 庭 が、ショ
ートステイ・ トワイライトステイのサービスを、必 要 に応 じて利 用
することができるよう取 り組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

70   
要 支 援 家 庭 を対 象 としたショー
トステイ事 業  

福 祉 局  

 養 育 に特 に支 援 が必 要 な家 庭 の児 童 に対 し、子 育 て支
援 の一 環 としてショートステイサービスを提 供 し、子 供 の成 長
や保 護 者 を支 援 することにより、安 心 して子 育 てに取 り組 む
ことができる環 境 整 備 を支 援 する。 

71   ショートステイ事 業 の拡 充  福 祉 局  

 ショートステイについて、実 施 施 設 を当 日 でも利 用 できる枠
や個 別 対 応 を有 する児 童 の受 入 体 制 を確 保 するとともに、
協 力 家 庭 の活 用 に対 する支 援 を充 実 することにより、利 用
者 ニーズに応 じた体 制 を整 備 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

72   

子 育 て援 助 活 動 支 援 事 業
（ ファミリー・ サポート・ センター事
業 ） ＜ 子 供 家 庭 支 援 区 市
町 村 包 括 補 助 事 業 及 び国 の
交 付 金 ＞  

福 祉 局  

 仕 事 と家 庭 の両 立 や子 を持 つすべての家 庭 の子 育 てを
支 援 するため、地 域 の会 員 同 士 で育 児 の援 助 を行 うファミ
リー･サポート･センターの安 定 的 な実 施 に取 り組 む区 市 町 村
を支 援 する。 

73   
ファミサポマイスター推 進 事 業  
〈 子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 〉  

福 祉 局  

 ファミリー・ サポート・ センターで子 育 てを援 助 する提 供 会 員
に、子 育 てに関 する研 修 の充 実 を行 い、受 講 した提 供 会 員
に対 して報 酬 の上 乗 せを行 うことで、提 供 会 員 の質 と量 を
確 保 する。 

74   一 時 預 かり事 業  福 祉 局  
 保 護 者 の疾 病 や育 児 疲 れなど、保 護 者 の事 情 に応 じて
一 時 的 に保 育 を提 供 することができるよう、一 時 預 かり事 業
に取 り組 む区 市 町 村 や事 業 者 を支 援 する。 

75   
地 域 子 育 て支 援 拠 点 事 業
（ 子 育 てひろば事 業 ） の充 実  

福 祉 局  
 身 近 な地 域 で親 子 が気 軽 に集 い、相 互 に交 流 を図 る場
を提 供 する子 育 てひろばの整 備 や相 談 体 制 の充 実 に取 り
組 む区 市 町 村 を支 援 する。 

76   
子 供 を守 る地 域 ネットワーク機
能 強 化 事 業  

福 祉 局  

 区 市 町 村 において、子 供 を守 る地 域 ネットワーク（ 要 保
護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 ） の要 保 護 児 童 対 策 調 整 機
関 の職 員 や地 域 ネットワークを構 成 する関 係 機 関 等 の専 門
性 強 化 及 び地 域 ネットワーク構 成 員 の連 携 強 化 を図 るとと
もに、地 域 ネットワークと訪 問 事 業 が連 携 を図 り、児 童 虐 待
の発 生 予 防 、早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 に資 する区 市 町 村 の
取 組 を支 援 する。 

77   

子 供 を守 る地 域 ネットワーク巡
回 支 援 事 業 ＜ 子 供 家 庭 支
援 区 市 町 村 包 括 補 助 事 業
＞  

福 祉 局  

 児 童 虐 待 の発 生 予 防 、早 期 発 見 ・ 早 期 対 応 を目 的
に、地 域 の小 ・ 中 学 校 や子 育 て支 援 施 設 等 の関 係 機 関
を巡 回 ・ 支 援 するチームを設 置 し、課 題 や不 安 を抱 える家
庭 等 の情 報 収 集 を行 い、早 期 に必 要 な支 援 につなげる取
組 を行 う区 市 町 村 を支 援 する。 

78   4152（ よいこに） 電 話  福 祉 局  
 土 ・ 日 ・ 祝 日 （ 年 末 年 始 を除 く） を含 め、毎 日 、電 話
相 談 を行 うとともに、聴 覚 言 語 障 害 者 向 けには、FAX 相
談 を実 施 し、多 様 な児 童 相 談 ニーズに応 える。 

79   利 用 者 支 援 事 業  福 祉 局  

 子 供 及 びその保 護 者 等 、又 は妊 娠 している方 が、教 育 ・
保 育 施 設 や地 域 の子 育 て支 援 事 業 等 を円 滑 に利 用 でき
るよう、身 近 な場 所 で情 報 提 供 及 び必 要 に応 じ相 談 ・ 助
言 等 を行 うとともに、関 係 機 関 との連 絡 調 整 等 を実 施 する
区 市 町 村 を支 援 する。 

80   地 域 子 育 て支 援 研 修  福 祉 局  

 年 々複 雑 化 する子 供 家 庭 相 談 に的 確 に対 応 できる人
材 を育 成 するため、子 供 家 庭 支 援 センター、地 域 子 育 て支
援 拠 点 （ 子 育 てひろば） 等 、地 域 における子 育 て支 援 ・
相 談 業 務 等 に関 わる職 員 を対 象 に、子 育 て支 援 をめぐる
相 談 業 務 に必 要 な技 術 ・ 知 識 の付 与 や更 なる専 門 性 の
向 上 を図 り、区 市 町 村 の支 援 体 制 を総 体 的 に強 化 する。 
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

81   子 育 て支 援 員 研 修  福 祉 局  

 保 育 や子 育 て支 援 等 の仕 事 に関 心 を持 ち、各 事 業 等
に従 事 することを希 望 する方 に対 し、「 子 育 て支 援 員 」 とし
て認 定 するための研 修 をオンデマンド型 と集 合 型 により実 施
し、サービスの担 い手 となる人 材 の確 保 と質 の向 上 を図 る。 

82   
地 域 における多 世 代 交 流 拠 点
の整 備  

福 祉 局  

 地 域 住 民 同 士 のつながりを醸 成 し、地 域 の課 題 を解 決
していくための気 付 きが生 まれる場 を整 備 するために、世 代 や
属 性 を超 えて住 民 同 士 が交 流 できる拠 点 の設 置 に取 り組
む区 市 町 村 を支 援 する。 

83   東 京 みんなでサロン事 業  
住 宅 政 策 本
部  

 都 営 住 宅 の集 会 所 等 を活 用 して、区 市 町 や社 会 福 祉
法 人 、NPO 等 の地 域 の様 々な主 体 と連 携 し、子 ども食
堂 など多 彩 なプログラムを通 して参 加 者 が交 流 できる「 東 京
みんなでサロン」 を都 内 各 地 で展 開 する。 

84 ◆ 重 層 的 支 援 体 制 整 備 事 業  福 祉 局  

 本 事 業 の実 施 に当 たり、次 の事 業 を一 体 的 に実 施 する
（ ※） 。 
 （ １ ） 包 括 的 相 談 支 援 事 業 （ 法 第 106 条 の４ 第
２ 項 第 １ 号 イ〜 二 ）  
 （ ２ ） 地 域 づくり事 業 （ 同 第 ３ 号 イ〜 二 ）  
 （ ３ ） 参 加 支 援 事 業 （ 同 第 ２ 号 ）  
 （ ４ ） アウトリーチ等 を通 じた継 続 的 支 援 事 業 （ 同 第
４ 号 ）  
 （ ５ ） 多 機 関 協 働 事 業 （ 同 第 ５ 号 及 び第 ６ 号 ）  
（ ※ 本 事 業 の創 設 に伴 い新 たに設 置 された（ ３ ） 〜
（ ５ ） の事 業 を合 わせて、「 多 機 関 協 働 事 業 等 」 とい
う。）  

85 ◆ 
重 層 的 支 援 体 制 整 備 促 進
事 業  

福 祉 局  

①体 制 構 築 に係 る手 法 の分 析 と展 開  
②事 例 発 表 （ 報 告 ） 会  
③先 行 自 治 体 情 報 交 換 会  
④報 告 集 の作 成  
⑤町 村 自 治 体 向 けオンラインシンポジウム 

再 掲    

子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業  
（ 先 駆 的 事 業 ・ 選 択 事 業 ・
一 般 事 業 ）   

福 祉 局  №１ 参 照  

再 掲    とうきょうママパパ応 援 事 業  福 祉 局  №10 参 照  

再 掲    

子 育 て家 庭 に対 するアウトリー
チ型 の食 事 支 援 事 業 ＜ 子 供
家 庭 支 援 区 市 町 村 包 括 補
助 事 業 ＞  

福 祉 局  №13 参 照  

再 掲    母 子 保 健 支 援 事 業  福 祉 局  №14 参 照  
再 掲    TOKYO 子 育 て情 報 サービス 福 祉 局  №18 参 照  
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番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

再 掲    
電 話 相 談 「 子 供 の健 康 相 談
室 」 （ 小 児 救 急 相 談 ）  

福 祉 局  №22 参 照  

再 掲    
児 童 虐 待 を防 止 するための
SNS を活 用 した相 談 事 業  

福 祉 局  №143 参 照  

再 掲    子 供 の居 場 所 創 設 事 業  福 祉 局  №242 参 照  
再 掲    子 供 食 堂 推 進 事 業  福 祉 局  №244 参 照  

再 掲   子 供 が輝 く東 京 ・ 応 援 事 業  福 祉 局  №498 参 照  

 

＜目標を掲げている取組＞ 

番 号  事 業 名  所 管 局  
目 標 値 （ 年 度 の記 載 ないものは、 

令 和 11 年 度 末 までの目 標 ）  
令 和 5 年 度 実 績  

56  こども家 庭 センター体 制 強 化 事
業  

福 祉 局  
62 区 市 町 村 で 、 地 域 の 実 情 に 応
じ 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 切 れ 目 な
い支 援 体 制 を構 築  

― 

57   
乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業  
（ こんにちは赤 ちゃん事 業 ）  

福 祉 局  
62 区 市 町 村 で 、 地 域 の 実 情 に 応
じ 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 切 れ 目 な
い支 援 体 制 を構 築  

54 区 市 町 村 （ 23
区 26 市 2 町 3
村 ）  

62   養 育 支 援 訪 問 事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で 、 地 域 の 実 情 に 応
じ 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 切 れ 目 な
い支 援 体 制 を構 築  

50 区 市 町 村 （ 23
区 24 市 2 町 1
村 ）  

63  子 育 て世 帯 訪 問 支 援 事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で 、 地 域 の 実 情 に 応
じ 、 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て の 切 れ 目 な
い支 援 体 制 を構 築  

― 

69   
子 育 て短 期 支 援 事 業 （ ショー
トステイ・ トワイライトステイ）  

福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

51 区 市 町 （ 23
区 26 市 2 町 ）
（ 実 績 報 告 ベ ー
ス）  
シ ョ ー ト ス テ イ   
51 区 市 町 （ 23
区 26 市 2 町 ）  
ト ワ イ ラ イ ト ス テ イ 
25 区 市 （ 17 区 8
市 ）  

72   

子 育 て 援 助 活 動 支 援 事 業
（ ファミリー・ サポート・ センター事
業 ）  
<子 供 家 庭 支 援 区 市 町 村 包
括 補 助 事 業 及 び国 の 交 付 金
> 

福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

53 区 市 町 村 （ 23
区 26 市 3 町 1
村 ）  
令 和 ４ 年 度  提
供 会 員 14,123 人  
（ 実 績 報 告 速 報
値 ベース）  
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番 号  事 業 名  所 管 局  
目 標 値 （ 年 度 の記 載 ないものは、 

令 和 11 年 度 末 までの目 標 ）  
令 和 5 年 度 実 績  

74   一 時 預 かり事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 で、地 域 の実 情 に応 じ
た実 施 体 制 の整 備  

54 区 市 町 村  
年 間 延 べ 利 用 児
童 数 ： 691,983
人 （ 幼 稚 園 型 を
除 く）  
【 令 和 ５ 年 度 決
算 ベース】  

75   
地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業
（ 子 育 てひろば事 業 ） の充 実  

福 祉 局  

 
地 域 支 援 又 は 利 用 者 支 援 事 業 を
行 う子 育 てひろばを全 区 市 町 村 で実
施  

地 域 支 援 又 は 利
用 者 支 援 事 業 を
実 施 す る 子 育 て ひ
ろば： 354 か所  
（ 22 区 20 市 1
村 ）  
※令 和 4 年 9 月
1 日 時 点  

79   利 用 者 支 援 事 業  福 祉 局  
62 区 市 町 村 、地 域 の実 情 に応 じた
実 施 体 制 の整 備  

23 区 26 市 2 町
3 村 で実 施 。（ 東
京 都 子 供 ・ 子 育 て
支 援 交 付 金 交 付
申 請 より）  
○ 基 本 型 ： 146
か 所 （ 15 区 16
市 ）  
○特 定 型 ： 48 か
所  
○ 母 子 保 健 型 ：
132 か所 （ 23 区
26 市  2 町 3 村 ）  

85  
重 層 的 支 援 体 制 整 備 促 進
事 業  

福 祉 局  

令 和 ６ 年 度  25 区 市 町 村  
 
令 和 ７ 年 度  36 区 市 町 村  
 
令 和 ８ 年 度  50 区 市 町 村  

12 区 市  
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【４ 子供の健康の確保・増進】 

＜子供の健康を取り巻く状況＞ 

 ○  令 和元 年 度に 都が 実施 した「 アレ ルギ ー疾 患に 関 する 3 歳 児全 都調 査 」で は 、3
歳ま でに 何ら か のア レル ギー 疾患 で ある と診 断さ れた 子 供は 38.1％ でし た。 疾患
別 に 見 た 場 合 、 調 査 開 始 の 平 成 １ １ 年 度 か ら 一 貫 し て 増 加 し て い た 食 物 ア レ ル ギ
ーの ある 子供 の 割合 は、令和 元年 度 には 減 少に 転じ たも の の、依 然と して 高い 水 準
で推 移し てい ま す。  

 
図 表 15 3 歳 ま で に 何 ら か の ア レ ル ギ ー 症 状 が あ り 、 か つ 診 断 さ れ た 児 の 割 合  

 
資 料 ： 東 京 都 健 康 安 全 研 究 セ ン タ ー 「 ア レ ル ギ ー 疾 患 に 関 す る ３ 歳 児 全 都 調 査 （ 令 和 元 年 度 ）」  

 

図 表 16 3 歳 児 調 査 に お け る 食 物 ア レ ル ギ ー の り 患 状 況 の 推 移  

 

資 料 ： 東 京 都 健 康 安 全 研 究 セ ン タ ー 「 ア レ ル ギ ー 疾 患 に 関 す る ３ 歳 児 全 都 調 査 （ 令 和 元 年 度 ）」  
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 ○  食 事を 一 緒に 摂る 家族 につ い ては 、核家 族化 の進 展 に加 え、単身 世帯 や 一人 親 家
庭の 増加 など 、家 族 構造 の変 化が 進 んで いま す 。ま た 、働き 方 の多 様化 に伴 い 、共
働き 世帯 が増 え る一 方で 夫婦 間の 帰 宅時 間に 大き なず れ がみ られ ます 。  

 
図 表 17 共 働 き 世 帯 の 推 移 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 ４ 年 度 ）  

 
図 表 18 両 親 の 帰 宅 時 間 （ 東 京 都 ）  

 
資 料 ： 東 京 都 福 祉 局 「 東 京 都 福 祉 保 健 基 礎 調 査 」（ 令 和 4 年 度 ）  
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＜現状と課題＞ 

 ○  令 和元 年 度に 都が 実施 した 3 歳 児 調査 では 、ア レ ルギ ー関 連情 報を ホ ーム ペー
ジ か ら 入 手 し て い る 保 護 者 の 割 合 は 約 ３ 割 で し た 。 膨 大 な イ ン タ ー ネ ッ ト 情 報 の
中 か ら ア レ ル ギ ー 疾 患 に 関 す る 適 切 な 情 報 を 選 択 す る こ と は 難 し く 、 情 報 の 選 択
を誤 るこ とに よ り症 状の 悪化 を招 く 可能 性が あり ます 。  

 ○  令 和 元 年 度 に 都 が 保 育 施 設 等 を 対 象 に 実 施 し た 「 ア レ ル ギ ー 疾 患 に 関 す る 施 設
調査 」で は、 食 物ア レル ギー のあ る 子供 が在 籍し てい る 施設 の割 合は 約 8 割 と 高
く、 また 、過 去 1 年 間に 施設 内で 子 供の 食物 アレ ルギ ー 症状 の出 現を 経験 し た施
設は 約１ 割に 上 りま した 。そ の一 方 で、ア レル ギー 対策 の ため の委 員会 等を 設 置す
るな ど組 織的 に 対策 を検 討し てい る 施設 は、 約 4 割 にと どま って いま す。  

 ○  家 族 一 人 ひ と り の 生 活 時 間 の ず れ な ど か ら 家 族 で 一 緒 に 食 事 を 摂 る こ と が 難 し
くな って いる な か、子供 や若 い世 代 の孤 食や 欠食 、偏食 の問 題が 生じ てい ま す。孤
食 や 欠 食 が 進 む こ と で 、 食 事 バ ラ ン ス や 生 活 リ ズ ム の 乱 れ に よ る 健 康 へ の 影 響 や
家族 との コミ ュ ニケ ーシ ョン の欠 如 など が懸 念さ れま す 。  

 ○  学 校給 食 は「 生き た教 材 」と いわ れ、栄 養バ ラン スの とれ た食 事の 提 供に 加え 、
児童・生 徒が 食 事の 重 要性 や生 産現 場 の理 解を 深め るこ と など に繋 がり 、食 育 を効
果的 に進 める う えで 重要 です 。学 校 給食 で の地 場産 物の 一 層の 活用 や、生産 者 との
交 流 な ど 地 域 の 事 情 に 応 じ た 食 育 活 動 が 進 む こ と で 、 児 童 や 生 徒 の 食 へ の 関 心 を
更に 高め てい く こと が期 待さ れま す 。  

 

＜取組の方向性＞ 

 ○  ア レ ル ギ ー 疾 患 の あ る 子 供 や そ の 保 護 者 が 、 正 し い 知 識 を 持 っ て 適 切 な 日 常 生
活 を 送 る こ と の で き る よ う 普 及 啓 発 を 行 う と と も に 、 学 校 や 保 育 所 等 に お け る 事
故予 防や 、緊 急 時に 適切 に対 応が で きる 人材 の育 成を 支 援し ます 。  

 ○  普 及 啓 発 や 相 談 事 業 の 実 施 、 区 市 町 村 立 の 学 校 や 保 育 所 等 に お け る 取 組 を 推 進
する 区市 町村 を 支援 しま す。  

 ○  子 供た ち が食 に関 する 判断 力 を養 い、健全 な食 生 活を 身 に付 けら れる よ う、食 育
の推 進を 図っ て いき ます 。  

 ○  「 東京 都 幼児 向け 食事 バラ ン スガ イド 」の 普及 に 取り 組み ます 。  
 ○  区 市町 村 にお ける 親子 食育 教 室等 の開 催を 支援 し ます 。  
 ○  区 市 町 村 と の 連 絡 会 議 を 開 催 し 、 食 を 通 じ た 子 供 の 健 全 育 成 の た め の 推 進 方 策

の検 討や 情報 交 換等 を実 施し ます 。  
 ○  栄 養教 諭 の活 用や 食育 推進 チ ーム・食育 リー ダー な どの 校内 指導 体制 に より 、学

校全 体で 食育 を 推進 しま す。  
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 ○  学 校 は 区 市 町 村 教 育 委 員 会 や 生 産 者 等 と 連 携 し て 、 地 場 産 物 や 生 産 体 験 等 を 活
用 し た 食 に 関 す る 指 導 を 行 う と と も に 、 家 庭 や 地 域 に 対 し 食 に 関 す る 情 報 を 発 信
しま す。  

 
■東 京都 幼児 向 け食 事バ ラン スガ イ ド  
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＜計画事業＞ 

◆ ： 第 ３ 期 に お い て 追 加 し た 事 業  

番 号  事 業 名  所 管 局  事 業 概 要  

86   アレルギー疾 患 対 策  
教 育 庁  
保 健 医 療 局  

（ 教 育 庁 ）  
 アレルギー疾 患 のある児 童 ・ 生 徒 が安 心 して学 校 生 活 を
送 ることができるよう、アレルギー疾 患 に対 する教 職 員 の理 解
と対 応 能 力 を高 め、各 学 校 における事 故 予 防 体 制 と緊 急
対 応 に関 する組 織 的 な体 制 づくりを推 進 する。 
（ 保 健 医 療 局 ）  
 東 京 都 アレルギー疾 患 対 策 推 進 計 画 に基 づき、適 切 な
自 己 管 理 方 法 等 の情 報 提 供 、状 態 に応 じた適 切 な医 療
が受 けられる体 制 の整 備 、相 談 体 制 の充 実 や社 会 福 祉
施 設 等 における緊 急 時 対 応 体 制 の整 備 などに取 り組 む。 

87   食 を通 じた子 供 の健 全 育 成   
教 育 庁  
保 健 医 療 局  

（ 教 育 庁 ）  
 子 供 たちが食 に関 する適 切 な判 断 力 を養 い、健 全 な食
生 活 を身 に付 けられるよう、食 育 の推 進 を図 る。また、区 市
に栄 養 教 諭 を継 続 して配 置 し、地 場 産 物 を活 用 した食 育
の実 践 研 究 を行 い、研 究 成 果 を全 区 市 町 村 に普 及 し、学
校 における食 育 の一 層 の推 進 を図 る。 
（ 保 健 医 療 局 ）  
 幼 児 期 からの健 康 的 な食 習 慣 の確 立 を図 るため、「 東
京 都 幼 児 向 け食 事 バランスガイド」 の普 及 を行 うとともに、
区 市 町 村 等 が実 施 する親 子 食 育 教 室 等 の開 催 を支 援 す
る。 
 「 栄 養 ・ 食 生 活 に関 する都 ・ 区 市 町 村 連 絡 会 議 」 を開
催 し、区 市 町 村 や保 健 所 における食 を通 じた子 供 の健 全
育 成 のための推 進 方 策 の検 討 や情 報 交 換 等 を行 い、各
自 治 体 の取 組 を支 援 する。 
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コラム：こども家庭センター～母子保健と児童福祉の連携～（あきる野市） 

 

■こども家庭センターの設置までの経緯 

 ○ 平成 29 年 2 月に、妊娠期から出産、子育て期に至るまでの切れ目のない支援をワ

ンストップで行う子育て支援拠点施設を利便性の高い駅近くの商業施設内に整備し、

その中に子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点を担う子ども家庭支

援センターを集約して連携を図ってきました。 

 ○ 令和５年度に、国のこども家庭センター設置の趣旨を捉え、母子保健担当の所管を

健康福祉部門から子ども家庭支援センターに移管し、令和６年度には、組織名を「こ

ども家庭センター」に変更して、母子保健と児童福祉の一体的な支援を行っていま

す。 

■設置後の効果 

 ○ 家庭等が抱える課題が複合化・複雑化する中で、日々のケース対応における情報共

有が密に行えるようになり、母子保健・児童福祉それぞれの専門性を活かし、より適

切に支援できています。 

 ○ 具体的には、保護者が各々の窓口に子育て等の相談に来た際、相談内容をその場で

円滑に共有できるようになり、一つの窓口で家庭や子供が抱える悩みや問題を早期に

発見・把握し、一体的な支援が実現できるようになっています。また、早期から情報

の共有が図れるため、妊娠期から切れ目のない支援が行えています。 

 ○ 母子保健、児童福祉及び障害福祉部門で連絡会を開催し、支援が必要と思われる妊

婦情報を共有することに加え、定期的に母子保健及び児童福祉部門で合同ケース会議

を開催し、支援方針を立て、必要に応じて両部門で訪問等するなどの支援が行えてい

ます。 

■設置後の課題 

 ○ 特定妊婦等に対する主担当の明確化や記録の共有方法に課題があることから、アセ

スメントの共通化やシステムの共有化を図ることにしています。 

 

 

（相談窓口の様子） 


